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介護職員・パート介護職員・パート介護職員・パート
募集中募集中募集中

これは昭和40年頃に撮影された天白区内のある場所
です。さあ、どこか分かるかな？ 答えはP.３です。

（写真提供：大橋裕美子さん） 【昔の写真募集中！】

福 寿 荘 か ら の お 知 ら せ
福寿荘では、日常のお手伝いやイベントにご協力いただけるボラ
ンティアさんを募集しています。

【活動内容】作業や散歩、生活支援のお手伝い・運動会やクリスマ
ス会などのイベントのお手伝いなど
●運動会開催のお知らせ
・日時　平成21年10月10日（土）午前10時30分～午後2時45分
・場所　細口池グラウンド　市バス「平針上ノ池」下車すぐ

※雨天中止となります。
※ボランティアさん募集しています。あわせて職員も募集中です。

　　問合せ先：�知的障害者更生施設 福寿荘
� 天白区天白町大字平針字黒石2878-354
� TEL：805-3046　FAX：802-6326
�  E-mail：fukujuso@f2.dion.ne.jp

お助けマン、表山にいます
　蛍光灯の取替えや植木の剪定、粗大ゴミの搬出、簡単
な修繕など、高齢者や障がい者世帯の方々の「ちょっと
したことだけど、自分ではできない」困り事を、住民の
助け合い・支え合いでお手伝いする取り組み「お助けマ
ン」。シルバーパワーを活用した地域力再生事業（以下、

「シルバーパワー事業」と表記）をきっかけに、平成20
年11月に誕生した表山学区独自の取り組みです。
　お手伝いをお願いしたいときは、まず地域福祉活動
推進員さんへ電話で相談。月曜日から金曜日（祝日を除
く）の午前9時半から午後5時まで受付しています。無
料ですが、材料費などの実費が必要な場合もあります。

「何でもという訳にはいきませんが、できるだけお手伝
いしたいと思います」とのこと。

　　　　　　シルバー世代が活躍する地域をめざして リーダーの名倉静子さん（写真左）
補助役の尾下まき子さん（写真右）

「人と人のつながりを大切にしています。
皆さんが顔見知りになり、元気になっ
ていただくことが一番です」

庭木の剪定作業もお手のもの庭木の剪定作業もお手のもの

メンバーのコメント

高島さん（左） 上前さん（右）

渡邊さん（左） 古川さん（右）

この
ポスター
が目印

　表山学区では、従来から区政協力委員や民生委員児
童委員、老人クラブなどを中心に「子育てサロン」や「青
色防犯パトロール」、「通学路パトロール」「高齢者訪問
事業」「ふれあい作品展」「五社の宮周辺の清掃」などの
地域活動を行ってきました。
　「シルバーパワー事業をきっ
かけに、より多くのシルバー世
代に活動していただきたい」と
のこと。また今後は「大人も子
どもも誰もが“できることを、
できるときに”活動できる地域づくりに取り組んでい
きたい」と表山学区の福祉への夢が広がります。
　一緒に活動していただける方は、ぜひ地域福祉活動
推進員さんへご連絡を。

＜地域福祉活動推進員＞ 【連絡先】080-3690-1184、080-3690-1186
●高島留美子さん
「こちらシルバーパワーのお助けマンの係です」と電話を
受け始めて早や1年3ヶ月が経ちました。最初は不安でし
たが、メンバーの方々と相談しながら取り組み、今は対
応もスムーズです。ポスターを見て、一人でも多くの方が
気軽にご連絡くださるよう願っています。

●上前総子（のぶこ）さん
皆さんにもっともっと知っていただき、どんどん活用して
いただきたいと思います。水曜日と金曜日の午前中は公民館に駐在しています
ので、気軽にお越しください。お役に立てれば幸いです。
＜お助けマン＞

活動するお助けマンは学区に住んでいるシルバー世代。月に
数件ほど入る依頼に、19名のお助けマンがそれぞれの得意
分野で活躍しています。あなたもお助けマンになりませんか？
●渡邊明廣さん（64歳）

棚の修理や植木の剪定など、空いている時間に気軽にやっ
ています。近所での活動なので、手が空いているときであ
ればいつでも伺いますよ。

●古川舒雄（のぶお）さん（85歳）
掃除や草取り、タンスの移動など、作業内容は簡単。これまで地域のことを何もやっ
てこなかったので、できることは挑戦してみたいという気持ちで活動しています。

 シ ル バ ー パ ワ ー 事 業 と は

　平成 20 年 10 月から始まった名古屋
市のモデル事業で、地域福祉推進協議
会が主体となって実施しています。
　目的は大きく2つあり、ひとつは、福
祉のまちづくりのために、団塊の世代
を中心としたシルバー世代の皆さんに、
どんどん地域福祉活
動に参加いただくこ 
と。もうひとつは、住
民の助け合い・支え
合いの仕組みをつく
ることです。
　事業を進めるため
に組織した「シルバー
パワー活用連絡会議」
の皆さんが知恵を出
し合いながら日々奮
闘しています。

シルバーパワー活用連絡会議の皆さんシルバーパワー活用連絡会議の皆さん

天白を
元気にする社協発情報紙

24号
　　　とは

そんな思いがひとつになって
　　　と名づけました！

ぱわ 天白を元気にする力（パワー）

わ 地域をつなげる輪（わ）と
和める（わ）たまり場づくり

天白を元気にする社協発情報紙 1

情報紙「ぱわわ」へのご意見、ご感想も
はがき・FAX・メールにて受け付けています。

発行　社会福祉法人名古屋市天白区社会福祉協議会
　　　情報紙「ぱわわ」プロジェクト
　　　〒468-0015 名古屋市天白区原一丁目301
　　　原ターミナルビル3階
　　　TEL:052-809-5550　FAX:052-809-5551
　　　E-mail:tenpakuVC@nagoya-shakyo.or.jp
　　　http://www.tenpaku-shakyo.com
編集　株式会社 リベルタ
　　　〒468-0053 名古屋市天白区植田南3-501パークハイツ103号　
　　   TEL:052-808-0420　FAX:052-808-0421
　　　E-mail:libertad@mbp.nifty.com

視覚障がいその他の理由で活字のままで読むことの困難な人の
ために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡
大図書」等の製作をすることを認めます。

この情報紙は再生紙を利用しています。

特集では、地域の身近な取り組みを、
地域福祉推進協議会の事業を中心に
紹介しています。第2回は表山学区です。
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地域福祉推進協議会は、地域住民みんなで“誰もが安心し
て暮らせる福祉のまちづくり”をめざした取り組みを行う
ことを目的に、小学校区ごとに設置されている団体です。

シルバーパワーを活かして、住民の助け合い・支え合いの地域づくりに取
り組んでいる表山学区地域福祉推進協議会。さまざまな取り組みの中から、
イチオシの「お助けマン」についてご紹介します。

お助けマン、表山にいますお助けマン、表山にいますお助けマン、表山にいます
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896-3434896-3434
天白区福池2丁目340番地

http://www.nohonoho.com/index.html      nonami.f@yk.commufa.jp

体験利用
見学
随時受付中

体験利用
見学
随時受付中

隣接する
野並保育園の園児との

自然な交流が
笑顔を呼びます。

・希望される方
 （介護認定を受けた方）は
 体験利用（食費400円のみ）で
  ご利用できます。

・見学を希望される方も
  お気軽にお電話下さい。

天白区福池2丁目340番地

社
協
か
ら
の
コ
メ
ン
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読者の皆様のご意見やエピソードなどを募集しています。情報紙「ぱ
わわ」プロジェクトあて、郵送またはメール、FAX にてお送りく
ださい（連絡先は表紙上部に記載してあります）。文字数は 300 字
以内でお願いします。なお、掲載にあたっては、意味を損ねない程
度に編集する場合があります。

思い通りに動けない不自由
さを身をもって体験でき
ました。ベビーカーを押

していて、段差のある歩道
や急な坂道で困ったことを思

い出しました。実際にそうした立場にな
るまで気が付きませんでしたが……。

T.O さん　小学校教員

坂 道 は 手 伝 っ て も ら わ                
ないと上れなかった。狭
い道路は通りにくくて、

荷物が置いてあったら通れ
なくなってしまう。車いすで

一人で外出すると、大変なことが多いと
思いました。

A.K さん　植田中学校 2 年生

車いすに乗っていると、自
動販売機のボタンや手洗
い場の水道に手が届きま
せんでした。普段、自分が

便利に使っているものが、車
いすの方にとっては不便なことがわかり
ました。

M.K さん　植田中学校 2 年生

いつも軽く開けているドア
がとても重かったり、坂
をひとりでは上れなかっ
たりと、短い時間の体験

なのに腕が疲れました。外
での体験中、車いすに乗っている私を見
る人の目がとても気になりました。

R.I さん　天白中学校 2 年生
6段差を降りるときに、斜めになって車いすから落ちそう

で怖かった。車いすだとご飯を食べるときにテーブルに
とどかなくて大変そう。　K.Kさん　植田北小4年生

6段差をひとりでは乗り越えられなくて大変だった。やり
方を教えてもらったので、車いすの人が困っていたら手
伝えると思う...たぶん。　R.Tさん　植田北小4年生

6足をケガして1日だけ車いすで過ごした。うまく曲がれ
なくてあちこちぶつかっていた。今日は動かし方を教え
てもらえたので、うまくできた。でも、坂道や階段があっ
たらひとりでは上れない。　F.Eさん　植田北小4年生

6車いすに乗っている方と支援する方の信頼関係が大切だ
と感じました。子どもたちは、お互いに思いやりを持っ
て体験していました。この経験を今後、さまざまな場面
で活かしていければと思います。  R.Iさん　小学校教員

歩道が車道の方に傾いてい
るので、車いすから手を
離すと車道に飛び出して
しまいました。坂道を下り

るのを手伝ったとき、後ろ向
きになるので、車が来ていることが分か
からなくて怖かったです。

K.T さん　天白中学校 2 年生

点字が読めるってすごい！
　エレベーターやお酒の缶などに点字がついていますよね。以
前、学校で点字体験をしたことがあって興味があったので、目
を閉じてさわってみました。でも、全く分かりません。
　点字体験でいらっしゃった目の見えない方は、スラスラと読
んでいたので、すごいと思います！私も点字を覚えたいけど、
大変そう……。

  視覚障がいの方に聞いてみました。
浅井勇夫さん
　私は40歳のとき病気で失明して以来、点字
を35年使っています。私も初めて点字にふれ
たときは、全く分かりませんでした。先生に教
えてもらい、自宅でもひたすら点字をさわっていました。
頭で考えるのではなく、指に点字を覚えさせるんです。読
めるようになるまで半年かかりました。大変でしたが、苦
労して覚えたことはしっかり身に付くものですよ。

天白区には、視覚障がいの方のために広報紙などを点
訳しているグループがあります。点訳する際には、文
字を入力すると自動で点字に変換するパソコンを使っ
ていますので、初心者でも点字を覚えながら活動でき
ますよ。試しにちょこっとだけ点字体験してみること
もできます。お気軽に天白区社会福祉協議会までお問
い合わせください。

段差を上るとき
ティッピングバー（後輪の内側についている棒）
を踏んで前輪を持ち上げながら段の上に乗せ、
後輪を持ち上げます。

段差を下りるとき
後ろ向きで下ります。ハンドルを持って後輪
を下ろし、続いて前輪を下ろします。

　今回ご紹介した内容は、ほんの一部です。社
会福祉協議会では、小中学校、地域の集まりな
どで、車いすの方の講師とサポーターとともに「車
いす体験」を実施しています。乗る体験、介助す
る体験とあわせて、講師から「障がい」について
のお話しを聞くことができます。体験をご希望
の方はお気軽に天白区社会福祉協議会までご連
絡ください。
　バリアフリー化が進んできてはいますが、少
しの段差や急な坂道など、車いすの方がおひと
りでは乗り越えられないバリアがまだまだ多く
あります。困っている方を見かけたら、勇気を
出して声をかけてみてくださいね。

高い段差や急な坂を下りるとき
後ろ向きで下ります。
ゆっくりと背後に気を
つけながら下ります。
階段の上り下り
数人で車いすを持ち上
げて移動しますので、
周りの人に手伝っても
らいましょう。人数や
方法は本人に確認して
ください。

急坂

※ハンドルをしっかりと持って「ゆっくりと」「相手の気持ちになって」
　操作することが大切です。

車いすの方が困っていたら……

車いす体験をしてみて今回の
テーマ

第2回

小学校での車いす体験の会場、就労体験学習の
中学生に感想をお伺いしました。

　皆さんは、街で車いすの方が困っているところを見かけたことはありませんか？ どうしたらいい
のか分からない、車いすの扱い方を知らない…声をかけるのはやめておこう…という方も多いので
はないでしょうか。
　車いすのことを少し知っていれば、声をかける勇気がでるかも。そこで今回は、車いすについて
ご紹介します。

お手伝いするときの基本 お手伝いするときの注意

車いす体験講師 三厨祈さん
「車いすの人を見て“かわいそ
う”ではなく“動ける自分の幸
せ”を感じてほしい。身体をいっ
ぱい使って、自分でできること
は自分でやって、いろいろなこ
とにチャレンジしてください」

サポーター
黒田真由美さん
車いすの方やお年寄
りが困っているとき
に声をかけるって難
しいですよね。声をか
けて断られたとしても、
それはご本人が「大丈
夫！」ということの表
現だと思います。気に
かけている私、声をか
ける私、見守る私の気
持ちを大切にしてほ
しいと思います。

みくりや  いのり
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【八事天道バス停付近】

答えは八事天道と弥生が岡の間を通る道路
です。「当時はまだ砂利道で、交通量も少な
い道でした」と写真提供者の大橋さん。この
道は当時からバス通りでしたが、砂利道だっ
たためバスがとても揺れていたとのこと。背
景に写っているコン
クリートの集合住宅

（現：サンコート八事）
も珍しかったそうです。

「ふれ愛ネット天白」のメンバー紹介
障がい者関係団体や福祉施設、ボランティア団体などが中心
となって「だれもが安心して暮らすことのできる天白区」を
めざして活動している「ふれ愛ネット天白」。今号もメンバー
を紹介します。

ボランティア・イベント情報 イ

ボ

ボ

ボ

ボランティア イ イベント

天白区内の昔の写真を募
集しています。掲載させ
て い た だ い た 方 に は 、
500円分の図書カードを
進呈します。

皆さんからのお問い合わせ、
お待ちしております。

「ふれ愛ネット天白」事務局（天白区社会福祉協議会内） TEL:809-5550　FAX:809-5551問合せ先

東海市富木島町伏見一丁目17番7 （052）604-0808（代）

名古屋市守山区瀬古東一丁目1801番地 （052）792-5123（代）

社会福祉法人　天白原福祉会

事業
内容

● 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）定員60名
● 短期入所生活介護（ショートステイ） 定員15名

特別養護
老人ホーム

見学を希望される方、
お気軽にお電話下さい。

http://sky.geocities.jp/senjunosato/index.html

千寿乃里

847-2941847-2941
天白区原三丁目1905番地

カラオケカラオケ 囲  碁囲  碁 体  操体  操 …など
　行っています。

グループホームグループホームグループホーム

認知症対応型共同生活介護

名古屋市天白区元八事3丁目321番地名古屋市天白区元八事3丁目321番地

天白ハッピーボイス
広報なごや天白版、天白生涯学習センターの
講座案内、「ぱわわ」などをカセットテープに
録音している音訳グループです。目の見えな
い方に天白区社会福祉協議会を通してお届け
しています。会員は 20 名ほど、月 2 ～ 3 回火
曜日に、天白区在宅サービスセンター内のボ
ランティア室と録音室、天白生涯学習センター
で活動しています。その他、依頼された物の
音訳や「福祉区民のつどい」の司会などもし
ています。（連絡先　天白区社会福祉協議会）

NPO法人りーぱ
「みんな、人生の主役で
いこう !」を合言葉に、
障がい者福祉とまちづく
りの活動をしています。
誰もが主体的に働ける場
作りの第一歩として「和工房TAN・KEI」を
運営するとともに、地域のいろいろな人たち
が知り合うきっかけ作りを模索しています。

わこうぼうたんけい



http://www.kk-lcs.co.jp    e-mail lifecare@kk-lcs.co.jp

なじみの仲間やスタッフに
囲まれて…
木のぬくもりに包まれた
癒しの空間。

デイサービス ライフケア 久方
〒468-0034
名古屋市天白区久方一丁目140

〈052〉809-3555 〈052〉847-3326

小規模多機能ホーム ライフケア 山根
〒468-0038
名古屋市天白区山根町２０２

◆�介護に関する御相談は
� 居宅介護支援事業所へ
◆�ショートステイ、デイサービス

の利用も出来ます
�（併設：養護・特別養護老人ホーム）

TEL 800-2141800-2141TEL 800-2148FAX
天白区植田1丁目2130サンメゾン植田102

デイサービス ケア・マネージメント

一緒に            しませんか？一緒に            しませんか？
住みなれた環境の中で大切な時間を過ごす。
家庭的で笑いのあふれるわたしたちのハウスへ。
住みなれた環境の中で大切な時間を過ごす。
家庭的で笑いのあふれるわたしたちのハウスへ。

認知症対応型通所介護

介護相談、随時
受け付けしています。
介護相談、随時
受け付けしています。

ケア・マネージャー募集中！ケア・マネージャー募集中！ケア・マネージャー募集中！

指定地域密着型サービス事業所

　11名定員の小規模な事業所です。
認知症の方たちに安心して在宅での
生活を送ってもらえるように
ご支援します。認知症の
ご相談もお気軽にどうぞ。
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この情報紙は、広告収入の他、皆さまから寄せられた賛助会費・共同募金配分金を財源としています。

「認知症の人の世界を知る（その12）
“なじみの風景を探して”

成長を喜ぶこと

次の方々より天白区社会福祉協議会にご寄付をいただきました。厚くお
礼申しあげます。天白区の地域福祉推進に有効に活用させていただきます。

（平成21年11月1日から平成22年1月31日受付分 受付順）
○名古屋を明るくする会　天白グループ　様
○天白区女性レクリエーションバレーボール連絡協議会　様
○古山　勝　様� ○植田南学区女性会　様
○株式会社  平安閣　様� ○植田東学区女性会　様
○天白民踊・舞踊同好会　様� ○天白区手をつなぐ育成会　様
○匿名　2件�

　トラ年がスタートして早や三月です。1 月は行く、2 月は逃げる、3
月は去る、と言われていますが、月日の経つのは早いものですね。「ぱ
わわ」もリニューアルして 2 度目の発行ですが、内容はいかがでしょ
うか？ 社協発信の情報紙として、区民の皆様方に少しでも役立つよう
心掛けておりますが、ご意見、ご要望などをお寄せいただければ幸い
に存じます。お待ちしております。（イヌ年のトラさん）

今回、その中から選りすぐりの7点を選ばせていただきました。今回のお題「陽」

太陽の恵みうれしき花の庭
（宮田 ゆり子さん）

暖かい朝陽が昇る春を待つ
（牧  つやさん）

陽だまりにみかん啄むメジロたち
（輝ｍａｍａさん）

陽だまりに物事忘れていい気分
（守之助さん）

太陽光エコにつながる暖かさ
（井上まんさん）

次回のお題「湿原」
締切：平成22年5月6日（木）

社会福祉法人　名古屋市天白区社会福祉協議会　情報紙「ぱわわ」担当　兼松
〒468-0015　名古屋市天白区原一丁目301番地　原ターミナルビル3階
TEL:809-5550　FAX:809-5551　E-mail:tenpakuVC@nagoya-shakyo.or.jp

皆さんからの投稿を
お待ちしています！

問合せ先
五七五の
投稿先

24 15
No.No.

陽だまりで母のぬくもり思い出し
（伊藤由紀子さん）

百均の毛糸に春陽入れて編む
（シゲノ・マサコさん）

サポートブック

　　　　　書類の片づけをしてい
たら、娘の古いサポートブックを
見つけました。サポートブックと 
は、障がいの特性や接し方などの
情報をまとめたもの。初めて支援
いただくボランティアさんや先生
へお渡しします。今ではインター
ネットでも色々な書式が公開され
ています。
　最初のサポートブックから順に
見ていくと、娘の成長がはっきり
分かります。“こんなことで困っ
てた？”と、忘れていた悩みや、
出来るようになったこと、興味や
関心の幅が広がったことなど、い

つ の 間 に か 過
ぎた時間を再確
認できます。
　子育てをしている
と、他のお子さんとの違いが気に
なりませんか？“人の間”で生活
している以上、まったく比べない
ことは無理かもしれません。でも

『半年前、一年前の本人と比べて
成長を喜ぶ』ことは大切だと思い
ます。
　新年度前に、今の子どもの様子
や好きな事などをまとめてみませ
んか？ 特に、入園入学を控えてい
る皆さん、お薦めです！（めりぃ）

グループホームは、認知症の方
が共同生活をする中で、認知症の
進行を遅らせる施設です。利用者
様がいかに楽しく家事等に参加で
きるか、常に頭を悩ませます。今回は、
大掃除の時のお話です。

利用者様が年末の大掃除に参加
されました。しかし集中力に欠け、
掃除は全く進みません。なかでも
83歳のＯさん（男性）は、持ったは
たきでゴルフのスイングや剣道の
構えをされる有様です。

そこでスタッフは考えました。大
掃除の“なじみの風景”といえば    

「割ぽう着」では！さっそく割ぽう 

着を用意すると、皆さんは喜ん
で袖を通し、掃除をし始めまし
た。Ｏさんもはたきで埃を払
い始めました。掃除の内容
は別として、皆さんの大掃除
への巻き込みは大成功でした。
“なじみの風景”は、認知症

の方の記憶を呼び起こすきっか
けとなります。大掃除のそれは、割
ぽう着でした。
“なじみ”ある風景や道具は、認

知症の方の生活を豊かにします。
失われつつある昭和の風景には、
認知症の方に喜んでいただける“な
じみ”がいっぱいあるのです。（モカ）

手作り
お弁当
手作り
お弁当

ほっとたいむ
（ほっとはむ2） 832-9629 832-9629 天白区植田山5-2529

めいきん生協植田山店2F

日替り弁当 630円から

夕食に手作り弁当は
いかがですか
夕食に手作り弁当は
いかがですか
夕食に手作り弁当は
いかがですか

高齢者の皆さまには、名古
屋市指定の配食サービスが
ご利用いただけます。
介護保険認定あり 520円

TEL
FAX

&

ついば

み つ き

11,321,040円

平成21年度
赤い羽根共同募金実績額

一般募金実績額 11,107,475円

213,565円歳末募金実績額

本年度も赤い羽根共同募金にご協力いただき
誠にありがとうございました

今年度も区民の皆様から多くの募
金をお寄せいただきました。
赤い羽根共同募金は、愛知県共同募金会でとり
まとめられ天白区の地域福祉活動の向上及び愛
知県下の民間社会福祉施設の充実等に役立てら
れます。今後とも共同募金にご理解、ご協力いた
だきますようお願いいたします。

名古屋市天白区共同募金委員会
（天白区社会福祉協議会内）
TEL：809-5550   FAX：809-5551

※赤い羽根共同募金の使いみちなどの情報につき
ましては、ホームページ（http://www.akaihane.or.jp）
をご覧ください。


